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千丁ロンの洗浄について
（昭和39年10月20日受理）
今井甲子男＊
中　島　昌　子＊非
緯　　　　　R
テトロソは長期間使用していると繰り返し沈潜しても黒ずんで来て汚垢の除去が困難であると云われ
ており，洗浄の点で間藤があるようである。これはテトロソが摩擦により静電気的に汚垢を吸引し易い
こと，または油と固溶体を作り易いことなどの性質を持つため比牧的汚染性の高い政経であると考えら
れており，沈静こ際しての汚垢除去の困難性についても織維白身の性質に起因するものと思われる。
この汚れの問題については，洗浄も含めて最近多くの研究が行なわれているが，われわれは次のよう
に100％テトロソ織物と最近多く使われているテトロソ蹄65：35の濠紡放物につき，（1）石鹸溶液およ
1）2）
ぴこれに政経の膨化を促がし汚垢の離脱を容易ならしめるようにと考え，染色時に応用するキャリヤー
3）
を添加した石鹸溶液による煮沸洗執　囲　岩崎民らの方法を適用し石鹸溶液およびこれのキャリヤー添
4）
加溶液を用いた浸潰洗浄および塗布洗執（功　高分子塗布したものにつき浸涯洗浄および塗布洗浄など
を試みたところ，一般洗港操作によるものより良い洗浄効果が得られたのでこゝに報告する。
実　験　の　部
1　試険布
表1に示したものであって，あらかじめ精練を行ない5×10cmに切って使用する。
表1試　　　料　　　布
政　　　　　経 ?x????ｸ?糸　密　度　（cm） 剏冾ｳ（mTll） 冕ｨ點Kﾘ?zh????
タ　　テ巨　　コ 
テト　ロ　ソ100％ ????H??5?44（78D） ??都З??．11 塔X?2?
テトロソ　65％ 蹄　　　35％ ?h?8ﾘ????6?56（40S） ??鼎???．24 塔X??
締　　　　　100％ ?X?8ﾘ???6?56（40S） ??鼎???．25 塔?Cr?
＊　衣料学担当　＊＊衣料学副手
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2　汚染布調製
5）
日本油脂化学協会洗浄力試験法委員会暫定案に基いて行なう。
玉川C級カーポソブラック　　0．8g
硬化牛脂　　　　　　　　　1g
流動′くラフィソ　　　　　　　3　g
四塩化炭素　　　　　　　　800　g
この汚染液中にて表1の白布を一枚ずつ浸潰して反射率30土1．5％の汚染布が得られるように汚染処
理を行ない，室内にて風乾後，塩化カルシウムデシケ一夕一に入れ0－50Cの冷蔵庫中に保存し，経日
変化の点も考えて2週間放置後洗浄試験に供した。
3　洗浄効率の算出
反射率はA王くA5－D型光電比色計に横分反射球を装置し，Ⅹ－5フィルターを使用し酸化マグネシウム
の白虎を100として比較測定した。試験布については二重にかさねて一枚につき表賽それぞれ2カ所ず
つ計4カ所を4枚の試料につき測定しその平均を求めた。洗浄効率Dは
D＝思三豊×100　にて表わす0
たゞL Ro・…・・原白布の表面反射率
Rs……汚染布の表面反射率
Rw‥・‥・洗浄布の表面反射率
4　洗浄試験
（1）煮沸洗浄
精練または煮沸洗港の場合に準じて行なう。マルセル石鹸の0．25，0．5，1，2％溶液100ccおよび
これらの石鹸溶液中にキャリヤーとして0－7声ニールフユノール1．3g／7，サリチル酸20g／才，β－ナフ
トール5g／Z，（以上のものには当量のHaOHにてNa一塩とする。）キシレソ20g／ヱ，某社製渾紡用キャリヤ
r7g／Z，其社製漂白用キャリヤー1，5g／Jを加えた液を洗浄液とする。これらの洗浄液を200ccの三角フ
ラスコにとり，汚染布1枚を入れて浸漬しリーピッヒ冷却辞を附して液の蒸発を防ぎ，沸騰湯煎鍋中に
て1時間処理する。
あと洗浄液を除くためにアニオン系合成洗剤0．3％溶液400Cにて5分間浸渡して軽く動揺し，40qCの
温水車にて3分間軽くすゝぎ，流水中にて水洗後室内で風乾する。この後処理については以後の実験に
おいても同様に行なう。
佗）浸凍洗浄
マルセル石鹸の0．4，0，8，1．5，3，6，10，20，40％溶液と，これらの溶液に漂白用‾キャリヤー
1．5％（OWS），3％▲（OWS）をそれぞれ加えた溶液を洗浄液とする。
これら・の洗浄液60ccを200ccフラスコにとり汚染布を2枚あて浸渡し，密栓をして20士lOcの恒温背中
に1夜間放置する。あと洗浄液を除くための後処理は前と同様である。
（3）塗布洗浄
担）の澄渡洗浄の場合と同様にして調製した洗浄溶液を汚染布の表裏に一様に塗布して，ガラス板上に・
拡げ20士lOcの恒温車中に1夜間放置する。あと後処理については前と同様である。
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甚）高分子塗布後の澄渡洗浄・塗布洗浄
汚染布の反射率を測定し，RH65％硫酸デシケーター中にて恒量とした徽　カルポオキシメチルセル
ロ→－ズ（CMC）またはメチルセルローズ（MC）の1～3％の溶液中に3分間浸漬し，適当に圧搾して
均一な状態で20土4mgの糊料をそれぞれの汚染布に附着せしめるようにする01夜間風乾後デシケ一夕
ー中にて再度恒量となし，糊料の附着量を求め試料を選択する。
この糊つけした汚染布を10％石鹸溶液およびこれに漂白用キャリヤー1・5％を含む洗浄液にてr2），（3）
の場合と同様に処理して澄渡洗浄または塗布洗浄を行なう。
実験結果および考察
1煮沸洗浄についての緯束を表2に示す。
表2　煮沸洗浄による洗浄効率（％）
キャリヤー 石 凾ﾈ　し ??x+2?ﾀ－ナフ ?H8ｨ6?ｲ??キシレソ ??ﾘ???8ﾂ?ｸ????ｴ社製混 册竟?ｹ.?
農最）試料 劍4x8ｸ7H+2?ﾘ?耳8ｲ?gール 劍-h98?5ﾈ??ｲ?a用 僮)w?
0．25 ?X6x8ﾘ5ﾈ5?H5?63．9 鉄x?r?6．0 鼎8?r?6．6 田X??71．0 塔(?"?テトロソ締混 鉄(?r?7．5 ??C2?2．1 鼎H??36．5 鉄x?"?9．  
綿 鼎?C?43．7 ??CR?3．9 鉄?CR?9．9 鼎x?"?8．7 
0．5 ?X6x8ﾘ5ﾈ5?H5?56．2 鉄X?B?8．3 鼎?Cr?吹E4 田H?2?2．6 都h?R?テトロソ綿混 鼎( R?6．8 ??Cr 1．3 鼎H?2?9．5 鉄x?2 6．6 
綿 鼎X?"?3．9 鼎?C2?2．3 鼎?Cr?0．2 鼎x?2?0．8 
1 ?X6x8ﾘ5ﾈ5?H5?52．1 鉄h??C(?2?(??51．1 36．2 40＿．8 ??C?55．5 田8?"?0．2 都(?B?テトロソ綿混 ??Cb 37．3 ?C2?6．4 鼎 C 4．3 
錦 鼎?C"?35．2 鼎X?R?6．3 鼎?3"?9．a 
2 ?X6x8ﾘ5ﾈ5?H5?6X6x8ﾘ5ﾉl挨R???45．5 35．7－ 37．3 鉄8?2??CR??CR?0．6 33．4 35．7 ??C"??Cb?H??46．3 35．9． 38．7 鉄h?"?8?2?(?2?4．7 47．6 44．8 田h??S(?r?h?"?
精練または煮沸沈滞では高温些理で効果をあげているので，さらに染色の際に用いるキャリヤーを添
加することにより繊維の膨化が促され，汚垢の溶出除去が助長され洗浄効果が高まるであろうと考えた
ところ，テトロソタフタについては漂白用キャリヤー添加の0．25％石鹸溶液処理において良好な洗浄効
果が認められ，これに次ぎ澤紡用キャリヤー添加のものであった。テトロソ綿65：35についても上と同
じキャリヤー添加の場合に若干の効果が革められたが，タフタに比して低かった。これは綿に対してキ
ャリヤーの効果が期待できないところに因があろうと考えられる。他のキャリヤーについては予期した
ような効果は望めなかった。また石鹸渡度はキャリヤー添加に関係なく，高いだけが必ずしも良い結果
を招くとは限らなかった。
2　石鹸溶液による澄渡洗浄，塗布洗浄については図1－a，bおよび図2－a，bに示す。また対照
実験として錦プロ一一ドについて行ったものを国r3－a，bに示す。
洗浄効率と石鹸溶液漢度の関係についてはテトロンタフタの場合，テトロソ綿65‥35の場合，締ブロー
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叫　　n7　7g　　3　　　6　川　　20　　40
月　　験　　頭　　皮　【ズ）
図1－a　テトロソタフタの澄渡洗浄によ
る洗浄効率と石鹸済度との関係
0■　　0g　1g　　3　　　6　10　　20　　40
月　　鹸　渡　点　くズ）
図2－a　テトロソ綿65：35の浸漬洗浄に
よる洗浄効率と石鹸渡度との関係
Q4　　げ　は　　3　　6　10　　20　　40
万　　枚　　沫　A　【ス）
図3－a：締ブロードの浸凍洗浄による洗
浄効率と石鹸液度との関係
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虹　　0．8　15　　3　　6　10　　2ロ　　側
石　　奴　　頭　　度（ス）
図1－b　テトロソタフタの塗布洗浄によ
る洗浄効率と石鹸濃度との関係
仏4　　捕　　tF　　　3　　　6　10　　20　　40
．石　　鹸　法　　度　は）
図2－b　テトロン綿65：35の塗布洗浄に
よる洗浄効率と石鹸液変との関係
α4　　0g l言　　　3　　　6　10　　20　　ノ川
．6　　枚　　浪　　鹿　【ズ）
図3－b：綿ブロードの塗布洗浄による洗
浄効率と石鹸濃度との関係
????（?
????????????????????．?
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ドの場合ともに大体同じ債向を示し，一般洗濯の場合効果をあげている　0．3－0．5％の低渡度において，
この場合は効果低く，10％において十分な効果を示し，20％がこれに次ぎ，40％では低下している。
単に10％石鹸溶液または1．5－3％キャリヤー添加10％石鹸溶掛こよる浸凍または塗布をおこない放
置する簡単な操作のみで，汚垢は溶液中に浸出しており強洗罷処理をしなくとも良好な洗浄効果をあげ
ている。
テトロソタフタは10％石鹸溶液に1．5％キャリヤー添加の浸潰洗浄で82．2％，3％キャリヤー添加の
塗布洗浄で83．7％の洗浄効率であって，同汚染布の0．5％石鹸溶液45Qc，3分間の手もみ沈滞による洗
物率62・2％をはるかに上廻り，浸涜または塗布操作のみによる洗浄効果を十分に示している。
キャリヤー添加の有無については著るしい差異は認められないが，これはキャリヤ十効果の及ぼす影
饗と同じ程度の力で汚垢と石鹸分子との親和性が大きく石鹸ゲル中に浸出するものと考えられる。
テトロソ綿65：35においてはスパソ織物の洗浄性の低さも影響しているのであろうか，テトロソタフ
タに比し洗浄効率は低めの結果が得られキャリヤr3％添加の10％石鹸溶液の浸涜洗浄で72．5％，塗布
洗浄で74．2％の洗浄効率ではあるが，このものの0．5％石鹸溶液の手もみ洗輝の洗浄効率48．3％に比し
著るしい洗濯効果をあげ得た。
・対照実験として綿プロ・－ドについても浸漬洗浄および塗布洗浄を試みたが，石鹸溶液渡慶10％のもの
の処理においてピークを持っておりこのものの0．5％石鹸溶液手もみ洗濯の洗浄率46．7％に比し優れた
結果を示している。綿の場合においてもキャリヤー添加の商硬度石鹸溶液が該法にて高い洗浄性を示し
ていることは，汚垢と石鹸分子との親和力に加えるに油性汚垢とキャリヤー間において，時間的影響も
あり汚垢の溶出的な効果が働くものと考えられる。（後処理の操作による洗浄効率はテトロソタフタ45．1
％，テトロソ蹄65：35　30．0％，締ブロード30．7％であった。）
この澄渡洗浄または塗布洗浄において十分な効果を示しているが，同じ操作の繰り返しにより，より
優れた結果が得られるものと考え，一般性のある10％石鹸溶液による洗浄につき2回処理を行ない，結
果を表3に示す。
蓑3　澄渡洗浄および塗布洗浄の繰り返し洗浄
テト　ロ　ソ綿65：35 剪?@ブ　ロ　ー　ド 
警雷聾斬醜軒 剞Z凍洗浄によ る効率（％） ?姥ｩ??,?b?佰越h????
1　　　回　　79・．3 塔?C?71．5 85．3 田?C???r?6．2 ウ9，6 田?C?
2　　　　　回　　　83．2 ??????B?田?C?
洗浄効率はいずれの場合も上昇しており，掛こテトロン綿65：35において著るしい上昇が認められ
テトロソタフタとともに肉眼的には殆ど原布との差位が見られない程度に純白に仕上り優れた結果が得
られた。
3　高分子塗布をしたもの，すなわち汚染布に糊つけ後，乾放したものの澄渡洗浄または塗布洗浄に
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ついてはいまゝでの洗浄処理のうち洗浄効果の高かった石鹸濃度10％において処理した。その結果を表
4に示す。
表4　高分子塗布後の澄渡洗浄および塗布洗浄による洗浄効率　t
CMC塗布後に洗浄処理したものについては，明らかな効果は見られなかったが，MC塗布したものに
ついては若干の効果が認められた。
MC塗布によりテトロソ綿65：35の場合は数パーセソトの効果の上昇が認められ79．6％の洗浄効率が
得られた。しかしテトロソタフタについてはその上昇の程度は低い。これは浸漬または塗布洗浄のみに
よる処理で相当高い洗浄効率を示しているので，高分子塗布による効果が顕著には表われなかったもの
と患われる。
高分子塗布による効果は放経に吸着されている汚垢が高分子物質に親和性を示し，さらに石鹸液相に
移る作用もあわせ起ると考えられるが，非極性のMCの方がCMCよりもこの場合効果が認められるのは，
耗維自身の化学構造に関連があるようにも考えられる。
要　　　　　約
（1）テトロソ100％タフタおよびテトロソ綿65‥35ブロードの人工汚染布につき，テトロソ染色の時使
用するキャリヤー数種を選びこれを添加した石鹸溶液にて煮沸洗浄したところ，0．25％石鹸溶液に某社
製漂白用キャリヤー添加の場令　テトロソタフタは82．2％の高い洗浄効率を得，混紡ブロードは同じよ
うな高い効率は得られなかったが効果は取められた。しかしいずれのキャリヤーでも効果を助長すると
は限らなかった。
担）石鹸溶液による浸潰洗浄および塗布洗浄については，石鹸濃度10％の効果が最も優れ20％がこれ
に次ぎ，某社製漂白用キャリヤーを添加したものについては更に効果が宕干上廻った。
（3）10％石鹸溶液により浸涜または塗布して1夜間200Cで放置する簡単な操作のみで，テトロソタ
フタは80％以上　混紡ブロード70％以上の高い洗浄効率が得られた。
甚）10％石鹸溶液による浸涜洗浄または塗布洗浄を2回繰り返すことにより洗浄効果は更に上昇し，
混紡プロ′－ドにおいても80％以上の洗浄効率が得られた。
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（5）非電解質高分子メチルセルロ・－ズ忙て糊つけ，乾燥させた後，10％石鹸溶液にて浸涜洗浄または
塗布洗浄すると，テトロソタフタ82〝85％，混紡ブロード75～77％の高い洗浄効率が得られた。
（6）一般家庭においても，これらテトロソ織物をメチルセル。←→ズで糊つけ乾燥後，または糊つけを
しなくともごく軽く漬かるか，たゞ単に濡れる程度の畳の10％石鹸溶液中に1夜間放麿のあとすゝぐ簡
単な操作で良好な洗浄効果をあげ得るものと思われる。
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